
市
長
は
「
過
剰
作
付
解

消
が
米
価
回
復
の
追
い
風

と
期
待
」
と
述
べ
て
い
る
。

稲
作
農
家
で
は
生
産
調

整
面
積
が
増
え
、
更
に
追

加
の
「
深
掘
り
」
対
策
も

実
施
し
、
飼
料
米
や
加
工

用
米
の
取
り
組
み
に
も
参

加
し
て
い
る
が
、
展
望
の

も
て
る
米
価
回
復
へ
の
話

は
聞
こ
え
な
い
。

そ
の
大
き
な
要
因
が

「
過
剰
米
」
で
あ
り
、
ま

た
「
外
米
輸
入
」
だ
。

今
年
６
月
末
の
民
間
在

庫
は
２
３
０
万
㌧
、
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
３
月

末
在
庫
は

万
㌧
。

94

協
定
上
で
「
最
低
輸
入

機
会
の
提
供
」
と
さ
れ
て

い
る
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
を
、
毎
年
全
量

万
㌧

77

ず
つ
義
務
的
に
輸
入
し
続

け
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
協
議
に
お

い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
、

特
別
輸
入
枠
７
・
８
万
㌧

を
新
設
す
る
方
針
が
固
ま

っ
た
と
さ
れ
、
全
国
の
農

家
が
怒
り
、
失
望
し
て
い

る
。「

国
内
農
業
を
滅
ぼ
し
、

海
外
か
ら
輸
入
す
る
」
こ

う
し
た
農
業
政
策
は
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
独
自
の
支
援
策
を

ま
た
、
生
産
者
が
後
継

者
育
成
に
展
望
を
見
出
す

た
め
に
は
、
生
産
費
を
償

う
米
価
が
必
要
不
可
欠
。

市
と
し
て
は
、
政
府
に

対
し
て
、
当
面
の
米
価
下

落
対
策
と
し
て
、
国
の
責

任
で
の
需
給
調
整
機
能
を

し
っ
か
り
発
揮
さ
せ
る
こ

と
、
と
り
わ
け
過
剰
米
買

い
入
れ
を
実
施
さ
せ
、
価

格
の
安
定
を
図
る
こ
と
。

そ
し
て
、
生
産
者
が
将
来

に
わ
た
っ
て
展
望
の
も
て

る
、
生
産
費
を
保
障
し
、

販
売
価
格
の
差
額
を
補
て

ん
す
る
「
不
足
払
い
制
度
」

な
ど
を
提
案
す
べ
き
。

ま
た
、
市
独
自
、
県
独

自
の
支
援
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
市
議
会

が
繰
り
返
し
意
見
書
で
求

め
て
き
た
「
聖
域
」
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
事

態
で
あ
り
、
国
会
決
議
を

無
視
し
譲
歩
を
提
案
し
て

い
る
政
府
交
渉
は
、
速
や

か
に
撤
退
を
求
め
る
声
を

上
げ
る
べ
き
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
が
１
日
開
会
さ
れ
、
日
本

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
菅
井
巌
議
員
が
総
括
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。（
市

当
局
の
答
弁
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
撤
退
、
過
剰
米
処
理
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
延
期
・
中
止
求
め
よ

条
例
案
で
は
「
個
人
情

報
の
範
囲
に
、
事
業
を
営

む
個
人
の
当
該
事
業
の
情

報
を
含
め
る
」
と
範
囲
拡

大
を
、
補
正
予
算
案
に
お

い
て
は
、
給
与
計
算
業
務

委
託
経
費
１
１
２
４
万

８
月

日
に
行
わ
れ
た

30

『
「
戦
争
法
案
」
ノ
ー

全
国
１
０
０
万
人
行
動
』

の
一
環
で
山
形
県
内
各
地

で
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
で
は
美
咲
町
の

パ
ル
前
で
集
会
が
行
わ

れ
、「
九
条
守
れ
」「
戦
争

反
対
」
「
ア
ベ
政
治
許
さ

な
い
」
な
ど
の
横
断
幕
、

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
市

民
３
０
０
人
が
交
差
点
に

立
ち
ま
し
た
。

若
者
、
子
ど
も
連
れ
の

人
も
参
加
し
ま
し
た
。

各
地
域
の
九
条
の
会
な

ど

人
が
リ
レ
ー
ト
ー

16
ク
、
関
徹
県
議
、
菅
井
巌

市
議
も
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

円
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業

の
事
務
負
担
金
５
１
１
９

万
８
千
円
な
ど
、
制
度
導

入
に
よ
っ
て
職
員
の
関
連

実
務
、
経
費
も
含
め
負
担

増
が
予
想
さ
れ
る
。

全
市
民
に
対
応
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
、
情

報
漏
え
い
防
止
な
ど
に
、

「
万
が
一
」
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

制
度
導
入
で
、
市
と
し

て
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。
対
策
は
制

度
ス
タ
ー
ト
ま
で
万
全
な

の
か
、
市
の
負
担
増
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
民
の
理
解
進
ま
ず
、

事
業
所
に
大
き
な
負
担

い
ま
だ
に
多
く
の
市
民

に
制
度
の
認
識
、
理
解
が

進
ん
で
い
な
い
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格

8月27日入札分
・手向幹線ほか防護柵設置工事（羽黒町手向地内ほか）

中止
・市道上荒俣北線道路改良工事（荒俣地内）
(株)浅賀建設 19,300,000円（20,044,000円）

工期～28/3/11（落札率96.3％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
8月27日入札分

・市道道形文下蛾眉橋線歩道設置工事（宝田三丁目地

内）
有賀建設(株) 15,500,000円（16,015,000円）

工期～12/18（落札率96.8％）
・市道竹の浦神子沢油戸線神子沢隧道補修工事（西目

地内ほか）
(株)山本組 103,000,000円（106,546,000円）

工期～28/3/22（落札率96.7％）

大
規
模
小
売
店
舗
規
制
と
中
小
商
店

に
よ
る
大
規
模
小
売
店
舗
（
以
下
、
大

型
店
）
の
展
開
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
▽
私
は
、

こ
の
問
題
を
８
月

日
の
県
議
会
商
工

20

労
働
観
光
常
任
委
員
会
で
取
り
上
げ
ま

し
た
。
大
型
店
が
中
小
商
店
の
衰
退
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
こ

と
、
大
型
店
の
規
制
復
活
を
国
に
求
め

る
こ
と
、
県
と
し
て
大
型
店
を
規
制
・

誘
導
す
る
施
策
に
努
力
し
、
研
究
も
す

る
こ
と
等
を
求
め
ま
し
た
。
県
議
会
で

は
２
０
０
１
年
の
三
川
イ
オ
ン
の
時
以

来
の
質
問
と
な
り
、
県
当
局
の
答
弁
は

曖
昧
な
も
の
に
止
ま
り
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽
７
月
26

日
付
新
つ

る
お
か
で

報
道
し
た
、

鶴
岡
市
の

「
茅
原
北

土
地
区
画
整
理
事
業
」
が
先
月

日
の

26

市
都
市
計
画
審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。「
既
存
商
業
者
を
圧
迫
し
な
い
」「
中

心
市
街
地
振
興
策
」
等
を
求
め
る
付
帯

要
望
が
付
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
▽

中
小
商
店
（
特
に
中
心
市
街
地
）
の
衰

退
は
、
地
方
経
済
全
体
の
停
滞
、
中
小

商
店
自
体
の
魅
力
等
の
問
題
も
言
わ
れ

ま
す
が
、
２
０
０
０
年
の
大
店
法
廃
止

（
１
面
の
つ
づ
き
）

事
業
所
で
は
来
年
１
月

以
降
、
従
業
員
の
給
与
か

ら
の
税
・
社
会
保
険
料
の

手
続
き
な
ど
に
番
号
を
使

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
従
業
員
本
人
は
も
ち

ろ
ん
配
偶
者
・
扶
養
家
族

の
番
号
も
勤
め
先
に
申
告

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
膨
大
な
番
号

の
厳
格
な
管
理
が
求
め
ら

れ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
整

備
の
費
用
、
人
的
体
制
確

保
が
重
い
負
担
と
な
り
、

民
間
調
査
に
よ
れ
ば
、
企

業
に
つ
い
て
は
内
容
理
解

は
４
割
に
と
ど
ま
り
、
給

与
シ
ス
テ
ム
な
ど
制
度
に

対
応
ま
た
は
対
応
中
は
２

割
で
、
制
度
導
入
に
伴
う

経
費
負
担
が
、
企
業
平
均

で
１
０
０
万
円
を
超
え
て

い
る
。

多
大
な
負
担
を
求
め
な

が
ら
、
国
民
に
も
事
業
者

に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
恩

恵
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
個

人
情
報
を
国
が
一
括
管
理

す
る
制
度
へ
の
国
民
の
不

安
と
懸
念
は
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
。

国
に
対
し
制
度
実
施
の

延
期
、
中
止
を
求
め
る
べ

き
で
は
。

公
的
福
祉
に
指
定
管
理
者
制
採
用
や
め
よ

指
定
管
理
に
お
け
る
、

施
設
の
効
果
、
雇
用
創
出
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
最

も
重
要
だ
と
言
っ
て
い
る

利
用
者
の
利
便
性
が
高
ま

っ
て
い
る
の
か
。

指
定
管
理
を
受
け
て
い

る
保
育
園
や
児
童
館
、
学

童
保
育
施
設
か
ら
は
、
施

設
の
増
改
築
や
遊
具
の
改

修
な
ど
の
要
望
、
職
員
の

専
門
性
を
高
め
る
長
期
的

な
人
材
育
成
、
賃
金
や
処

遇
問
題
等
の
声
を
聞
く
。

「
経
費
削
減
」
「
効
率

化
」
が
先
行
し
、
そ
れ
ら

が
し
っ
か
り
検
証
さ
れ
改

善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

施
設
利
用
者
の
意
見
が

反
映
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に

検
証
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
相
「
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
生
ん
だ
反
省

必
要
」

総
務
省
通
達
に
よ
り
指

定
管
理
者
制
度
の
運
用
の

改
善
を
提
言
し
て
お
り
、

当
時
の
片
山
総
務
大
臣
が

「
自
治
体
の
こ
の
制
度
の

利
用
状
況
を
み
る
と
、
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
の
ツ
ー
ル
と

し
て
使
っ
て
き
た
き
ら
い

が
あ
る
」
「
結
果
と
し
て

官
制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と

い
う
も
の
を
随
分
生
ん
で

い
る
。
自
覚
と
反
省
は
必

要
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い

る
。市

が
行
う
保
育
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
な
ど
「
人
」

に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
担
い
手
の
「
質
」
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
「
質
」

を
決
定
す
る
。

こ
う
し
た
施
設
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
負
担
軽
減
と
住
民
福
祉
に
応
え
よ

年
度
決
算
で
は
実
質

26
単
年
度
収
支
が

億
２
２

10

７
５
万
９
千
円
の
黒
字

で
、
良
好
な
収
支
状
況
と

判
断
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
状
況
を
踏

ま
え
、
こ
の
た
び
の
補
正

予
算
に
減
債
基
金
に

億
7

円
、
公
共
施
設
整
備
基
金

に
３
億
円
、
合
わ
せ
て
10

億
円
を
積
立
す
る
と
し
て

い
る
。

一
方
、
昨
年
度
は
消
費

税
増
税
に
よ
り
、
普
通
会

計
歳
入
に
お
い
て
地
方
消

費
税
交
付
金
が
２
億
６
４

０
１
万
円
増
、
使
用
料
及

び
手
数
料
が
６
４
４
７
万

円
増
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
増
税
が
も
た
ら

し
た
市
民
へ
の
負
担
増
、

地
域
の
景
気
減
退
は
、
市

も
認
識
し
て
い
る
通
り
だ

と
思
う
。

「
市
民
が
疲
弊
し
、
市

が
蓄
え
る
」
こ
う
し
た
状

況
で
い
い
の
か
。

結
果
的
に
こ
れ
だ
け
の

積
立
金
が
で
き
る
の
な

ら
、
増
税
に
よ
る
使
用
料

及
び
手
数
料
の
値
上
げ
は

せ
ず
、
市
民
負
担
を
増
や

さ
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
。

ま
た
、
市
民
か
ら
の
施

設
改
修
な
ど
の
要
望
に
応

え
、
利
便
性
を
図
り
、
住

民
福
祉
に
も
っ
と
応
え
る

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

第

回
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
囲
碁
将
棋
大
会

52鶴
岡
地
区
大
会
を
開
催

第

回
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

52

囲
碁
将
棋
鶴
岡
地
区
大
会

が
８
月

日
、
鶴
岡
市
勤

30

労
者
会
館
で
開
か
れ
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。将

棋
の
Ａ
級
戦
と
囲
碁

の
名
人
戦
そ
れ
ぞ
れ
の
上

位
３
名
は
、

月

日
に

10

11

開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。

〈
将
棋
〉

Ａ
級
戦

優

勝

上
野
伸
一
四
段

準
優
勝

佐
藤

智
三
段

第
３
位

五
十
嵐
豊
旗

Ｂ
級
戦

優

勝

榎
本
信
雄
３
級

準
優
勝

早
坂
洵
哉
２
級

第
３
位

菅
原
貴
之
１
級

〈
囲
碁
〉

名
人
戦

優

勝

遠
藤
重
忠
六
段

準
優
勝

芦
原
憲
義
七
段

第
３
位

今
野

出
五
段

一
般
戦

優

勝

鈴
木
陽
一
五
段

準
優
勝

齋
藤
侑
二
五
段

第
３
位

神
尾
和
秀
三
段


